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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】十分な表示サイズをもつ誘導表示盤との連携に
より火災が発生したば場合に安全な方向に迅速且つ確実
に避難誘導可能とする。
【解決手段】トンネル側壁に沿って配置した誘導表示板
１２の近傍に動的誘導表示装置１４を配置する。動的誘
導表示装置１４は、誘導表示板１２に表示した左右の誘
導方向を示す矢印３６ａ，３６ｂに対応して、複数の移
動表示マークとして三角形マーク４８を左右両側の誘導
方向に向けて配列した２組の移動表示部４８ａ，４８ｂ
を備え、防災受信盤からの制御信号に基づいて、火災場
所から遠ざかる方向を誘導方向とするように２組の移動
表示部４８ａ，４８ｂの何れか一方を選択して複数の三
角形マーク４８を誘導方向に向けて順次点灯してこれを
繰り返す。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トンネル側壁に沿って誘導表示板を配置したトンネル誘導表示設備に於いて、
　前記誘導表示板に対応して、防災受信盤からの制御信号に基づき、表示の移動により火
災場所から遠ざかる誘導方向を動的に表示させる動的誘導表示装置を配置したことを特徴
とするトンネル誘導設備。
【請求項２】
　請求項１記載のトンネル誘導設備に於いて、前記動的誘導表示装置を、前記誘導表示板
の上側、下側、上側と下側、右側、左側又は左右両側の各々に配置したことを特徴とする
トンネル誘導設備。
【請求項３】
　請求項１記載のトンネル誘導設備に於いて、前記誘導表示装置は内部に設けた照明部に
より誘導表示パネルを背光照明する内照構造であり、前記動的誘導表示装置を、前記内照
構造の誘導表示盤と一体に設けたことを特徴とするトンネル誘導設備。
【請求項４】
　請求項１記載のトンネル誘導設備に於いて、
　前記動的誘導表示装置は、
　前記誘導表示板に表示した左右の誘導方向を示す矢印に対応して、複数の移動表示マー
クを左右両側の誘導方向に向けて配列した２組の移動表示部と、
　前記防災受信盤からの制御信号に基づいて、火災場所から遠ざかる方向を誘導方向とす
るように前記２組の移動表示部の何れか一方を選択して前記複数の移動表示マークを誘導
方向に向けて順次繰り返し点灯させる制御部と、
を設けたことを特徴とするトンネル誘導設備。
【請求項５】
　請求項２記載のトンネル誘導設備に於いて、前記動的誘導表示装置は、前記複数の誘導
表示マークとして、頂点を誘導方向に向けて複数の三角形マークを配列したことを特徴と
するトンネル誘導設備。
【請求項６】
　請求項２記載のトンネル誘導設備に於いて、前記動的誘導表示装置は、前記複数の誘導
表示マークとして、前記誘導表示板に表示された避難方向を示す所定のピクトグラムの移
動表示部位を、誘導方向に向けて複数配列したことを特徴とするトンネル誘導設備。
【請求項７】
　請求項１記載のトンネル誘導設備に於いて、前記防災制御盤は、火災を検知した場合に
、トンネル側壁に沿って配置した前記複数の動的誘導表示装置の誘導表示を、前記火災場
所から遠ざかる方向に向かって順次移動させるように制御して誘導方向を表示させること
を特徴とするトンネル誘導設備。
【請求項８】
　請求項７記載のトンネル誘導設備に於いて、
　前記複数の動的誘導表示装置はトンネルの所定方向に向かって増加するようにアドレス
を設定し、
　前記防災受信盤は、火災時に、前記複数の動的誘導表示装置のアドレスから、所定のグ
ループ数分の台数を離した動的誘導表示装置同士をメンバーとする自己の属する誘導グル
ープのグループ番号を算出するか、又は、前記動的誘導表示装置のアドレスに対する前記
誘導グループの対応表から前記グループ番号を取得して、前記各動的誘導表示装置に設定
すると共に、所定周期毎に制御信号を前記複数の動的誘導表示装置に送信し、
　前記複数の動的誘導表示装置は、前記制御信号の前記グループ数毎に繰り返す受信回数
から生成した発光パターン番号が前記グループ番号に一致した場合に誘導表示を行うこと
を特徴とするトンネル誘導設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、トンネル側壁に沿って誘導表示板を配置したトンネル誘導設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車専用道路等のトンネルには、トンネル内で発生する火災事故から人身及び
車両を守るため、非常用施設が設置されている。
【０００３】
　このような非常用施設としては、火災の監視と通報のため火災検知器、手動通報装置、
非常電話が設けられ、また火災の消火や延焼防止のために消火栓装置が設けられ、またト
ンネル躯体やダクト内を火災から防護するために水噴霧ヘッドから消火用水を散水させる
水噴霧などが設置され、更に、トンネル出口や避難連絡口の方向と距離を示した誘導表示
板を設置した誘導設備が設置され、これらの非常用施設の端末機器を監視制御する防災受
信盤を設けることで、トンネル防災システムを構築している。
【０００４】
　この内、誘導設備にあっては、図１１に示す誘導表示板をトンネル側壁に沿って所定間
隔で設置している。
【０００５】
　図１１（Ａ）は避難連絡坑のないトンネルに設置する誘導表示板１００Ａであり、高さ
６０センチメートル、幅１２０センチメートルのサイズであり、白地に対し緑色により左
右の誘導方向を示す矢印１０２ａ，１０２ｂを表示し、その下に出口までの距離数１０６
ａ，１０６ｂを表示し、更に、矢印１０２ａ，１０２ｂの間に避難誘導を図形で表したピ
クトグラム１０４と「出口ＥＸＩＴ」の文字表示部１０８を表示しており、ピクトグラム
１０４は距離数の短い方へ向けている。
【０００６】
　また、誘導表示板１００Ａには反射式と内照式がある。反射式はアルミ合金製の板部材
であり、反射シートとしてカプセルレンズ形を使用している。内照式は、表示面は強化ガ
ラスとし、内部光源として例えば蛍光灯を配置して背光照明を行う。
【０００７】
　避難連絡坑のないトンネルに対する誘導表示板１００Ａの設置は、路面から１．５メー
トルの高さに設置し、また、トンネル中央を境に、両側のトンネル側壁に対し交互に１０
０メートル間隔となる千鳥配置とする。
【０００８】
　図１１（Ｂ）は避難連絡坑のあるトンネルに設置する誘導表示板１００Ｂであり、距離
数１０６ａ，１０６ｂとして避難連絡坑または出口までの距離数を表示し、また、「非常
口ＥＸＩＴ」の文字表示１１２が相違するが、その以外は、図１７（Ａ）と基本的に同じ
になる。
【０００９】
　避難連絡坑のないトンネルに対する誘導表示板１００Ｂの設置は、路面から１．５メー
トルの高さに設置し、また、避難連絡坑付近とその中間に設置し、間隔が１００メートル
以上とならないように配置し、それ以外の区間は、両側のトンネル側壁に対し交互に１０
０メートル間隔となる千鳥配置とする。
【００１０】
　しかしながら、従来の誘導設備は、誘導表示板を設置して出口や避難連絡坑の方向と距
離数を固定的に表示しているだけであり、トンネル内で火災が発生した場合に、例えば、
火災により生じる煤煙によりトンネル内部の視界が不良になると、誘導表示板が視認でき
にくくなり、迅速且つ適切な避難誘導を行うことが困難になる事態も起こり得る。
【００１１】
　この問題を解決するため、トンネル内の各区画毎に配設される火災検知器や消火栓装置
などの非常用設備に誘導装置を一体に設け、外部から受信する移報信号に基づいて避難方
向を示す矢印を点滅して誘導情報を出力し、迅速且つ適切な避難誘導を行うことを可能と
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している（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開平１０－１７９７７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、このような火災検知器や消火栓装置に誘導装置を設けて火災が発生した
場合に避難誘導方向を示す矢印を点滅させるようにした誘導設備にあっては、火災検知器
や消火栓装置に設ける誘導装置の表示パネルのサイズは、高さ６０センチメートル、幅１
２０センチメートルとなる図１７に示した誘導表示板に比べると、火災検知器や消火栓装
置に設けるための制約から例えば数分の１以下の小さな表示サイズとせざるを得ず、近く
に寄らないと誘導情報を把握できない場合があり、遠方からも視認可能な従来の誘導表示
板に比べると誘導の機能が必ずしも十分とは云えない場合もある。
【００１４】
　本発明は、十分な表示サイズをもつ誘導表示板との連携により火災が発生した場合に安
全な方向に迅速且つ確実に誘導可能とするトンネル誘導設備を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
（トンネル誘導設備）
　本発明は、トンネル側壁に沿って誘導表示板を配置したトンネル誘導設備に於いて、
　誘導表示板に対応して、防災受信盤からの制御信号に基づき、表示の移動により火災場
所から遠ざかる誘導方向を動的に表示させる動的誘導表示装置を配置したことを特徴とす
る。
【００１６】
　（動的誘導表示装置の配置位置）
　動的誘導表示装置を、誘導表示板の上側、下側、上側と下側、右側、左側又は左右両側
側の各々に配置する。
【００１７】
　（誘導表示板と動的誘導装置の一体化）
　誘導表示装置は内部に設けた照明部により誘導表示パネルを背光照明する内照構造であ
り、動的誘導表示装置を、内照構造の誘導表示盤と一体に設ける。
【００１８】
　（動的誘導表示装置）
　動的誘導表示装置は、
　誘導表示板に表示した左右の誘導方向を示す矢印に対応して、複数の移動表示マークを
左右両側の誘導方向に向けて配列した２組の移動表示部と、
　防災受信盤からの制御信号に基づいて、火災場所から遠ざかる方向を誘導方向とするよ
うに２組の移動表示部の何れか一方を選択して複数の移動表示マークを誘導方向に向けて
順次繰り返し点灯させる制御部と、
を設ける。
【００１９】
　（複数の三角形マークによる移動表示）
　動的誘導表示装置は、複数の誘導表示マークとして、頂点を誘導方向に向けて複数の三
角形マークを配列する。
【００２０】
　（ピクトグラムを利用した移動表示）
　動的誘導表示装置は、複数の誘導表示マークとして、誘導表示板に表示された避難方向
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を示す所定のピクトグラムの移動表示部位を、誘導方向に向けて複数配列する。
【００２１】
　（トンネル全体として誘導表示）
　防災制御盤は、火災を検知した場合に、トンネル側壁に沿って配置した複数の動的誘導
表示装置の誘導表示を、火災場所から遠ざかる方向に向かって順次移動させるように制御
して誘導方向を表示させる。
【００２２】
　（トンネル全体としての誘導表示制御）
　複数の動的誘導表示装置はトンネルの所定方向に向かって増加するようにアドレスを設
定し、
　防災受信盤は、火災時に、複数の動的誘導表示装置のアドレスから、所定のグループ数
分の台数を離した動的誘導表示装置同士をメンバーとする自己の属する誘導グループのグ
ループ番号を算出するか、又は、動的誘導表示装置のアドレスに対する誘導グループの対
応表からグループ番号を取得して、各動的誘導表示装置に設定すると共に、所定周期毎に
制御信号を複数の動的誘導表示装置に送信し、
　複数の動的誘導表示装置は、制御信号のグループ数毎に繰り返す受信回数から生成した
発光パターン番号がグループ番号に一致した場合に誘導表示を行う。
【発明の効果】
【００２３】
（基本的な効果）
　本発明は、トンネル側壁に沿って誘導表示板を配置したトンネル誘導設備に於いて、誘
導表示板に対応して、防災受信盤からの制御信号に基づき、表示の移動により火災場所か
ら遠ざかる誘導方向を動的に表示させる動的誘導表示装置を配置するようにしたため、ト
ンネル内で車両事故等により火災が発生した場合、例えばトンネル両側の側壁に沿って１
００メートル間隔で千鳥配置している誘導表示板に対応して設置している動的誘導表示装
置が防災受信盤からの制御信号により動作して、火災場所から遠ざかる安全な方向を、表
示の移動により動的に表示し、これにより遠方からも容易に確認可能な誘導表示板と連携
して動的な誘導方向の表示ができ、動的な誘導方向に対応した誘導表示盤による出口や避
難連絡坑までの距離数を確認し、迅速且つ安全な避難誘導を可能とする。
【００２４】
　また、火災による煤煙により視界が十分に効かない状況にあっても、動的誘導表示装置
は動きのある誘導方向の表示を行うことから、比較的離れた場所からも誘導方向を知るこ
とができ、この表示に従って誘導表示板の近くを通過する場合に、出口または避難連絡坑
までの距離数を確認でき、視界が十分に効かない状況にあっても、迅速且つ安全な避難誘
導を可能とする。
【００２５】
　（動的誘導表示装置の配置位置による効果）
　また、動的誘導表示装置を、誘導表示板の上側、下側、上側と下側、右側、左側又は左
右両側の各々に配置するようにしたため、動的誘導表示装置による表示の移動の範囲は、
誘導表示板の横幅１２０センチメートルに対応する長さの略半分を利用した表示の移動に
よる誘導方向の動的な表示を可能とし、高い視認性を確保可能とする。
【００２６】
　また、誘導表示板は路面から１．５メートルの高さに設置されており、動的誘導表示装
置もこれに相当する高さに設置されることで、誘導表示板と同等の視認性を確保可能とす
る。更に、誘導表示板の上下の２箇所に動的誘導表示装置を配置した場合には、表示の移
動による動的表示が誘導表示板の上下２箇所で行われ、更に視認性の高い誘導方向の動的
な表示を可能とする。
【００２７】
　（誘導表示板と動的誘導装置の一体化による効果）
　また、誘導表示装置は内部に設けた照明部により誘導表示パネルを背光照明する内照構
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造であり、動的誘導表示装置を、内照構造の誘導表示盤と一体に設けることで、前述した
動的誘導表示装置の配置位置による効果に加え、別々に設置する場合に比べて設備工事が
簡単となり、点検等の作業も容易にできる。
【００２８】
　（動的誘導表示装置による効果）
　また、動的誘導表示装置は、誘導表示板に表示した左右の誘導方向を示す矢印に対応し
て、複数の移動表示マークを左右両側の誘導方向に向けて配列した２組の移動表示部と、
防災受信盤からの制御信号に基づいて、火災場所から遠ざかる方向を誘導方向とするよう
に２組の移動表示部の何れか一方を選択して複数の移動表示マークを誘導方向に向けて順
次繰り返し点灯させる制御部とを設けるようにしたため、火災場所から遠ざかる方の移動
表示部を選択して、複数の移動表示マークを誘導方向に向けて順次繰り返し点灯すること
で、視認性の高い動きのある誘導方向の動的表示を可能とする。
【００２９】
　（複数の三角形マークによる移動表示の効果）
　また、動的誘導表示装置は、複数の誘導表示マークとして、頂点を誘導方向に向けて複
数の三角形マークを配列するようにしたため、誘導方向に頂点を向けて配列した複数の三
角形を、誘導方向に向けて順次点灯し、これを繰り返すことで、誘導方向を明確に認識可
能とする視認性の高い動きのある誘導方向の動的表示を可能とする。
【００３０】
　（ピクトグラムを利用した移動表示の効果）
　また、動的誘導表示装置は、複数の誘導表示マークとして、誘導表示板に表示された避
難方向を示す所定のピクトグラムの移動表示部位を、誘導方向に向けて複数配列するよう
にしたため、誘導表示板のピクトグラムは、門型の枠の中に移動表示部位として、一方向
に向けて走る人を配置した図形であり、誘導方向に向けて配列した、ピクトグラムの中の
走る人を示す移動表示部位を、誘導方向に向けて順次点灯し、これを繰り返す動きを表示
することで、見る人に強い印象を与えて誘導方向を明確に認識可能とし、より視認性の高
い動きのある誘導方向の動的表示を可能とする。
【００３１】
　（トンネル全体として誘導表示の効果）
　また、防災制御盤は、火災を検知した場合に、トンネル側壁に沿って配置した複数の動
的誘導表示装置の誘導表示を、火災場所から遠ざかる方向に向かって順次移動させるよう
に制御して誘導方向を表示させるようにしたため、トンネル側壁の両側に千鳥配置により
それぞれ一列に配列された動的誘導表示装置は、火災が発生した場合に、火災場所から遠
ざかる安全な方向かって誘導表示が順次移動し、トンネルを見通した場合に誘導表示の移
動により避難方向を示すことで、混乱を起こすことなく迅速な避難行動を可能とする。
【００３２】
　（トンネル全体としての誘導表示制御による効果）
　また、複数の動的誘導表示装置はトンネルの所定方向に向かって増加するようにアドレ
スを設定し、防災受信盤は、火災時に、複数の動的誘導表示装置のアドレスから、所定の
グループ数分の台数を離した動的誘導表示装置同士をメンバーとする自己の属する誘導グ
ループのグループ番号を算出するか、又は、動的誘導表示装置のアドレスに対する誘導グ
ループの対応表からグループ番号を取得して、各動的誘導表示装置に設定すると共に、所
定周期毎に制御信号を複数の動的誘導表示装置に送信し、複数の動的誘導表示装置は、制
御信号のグループ数毎に繰り返す受信回数から生成した発光パターン番号がグループ番号
に一致した場合に誘導表示を行うようにしたため、例えばグループ数を５とすると、連続
するアドレスを５台の動的誘導表示装置毎に繰り返す誘導グループのグループ番号０～４
に変換し、グループ番号０～４の順に誘導表示を行うことで、トンネル両側に千鳥配置し
た複数の表示装置は５台置きに誘導表示が出口または避難連絡坑の方向に移動し、出口ま
たは避難連絡坑の方向を誘導表示の移動により表示することで、迅速且つ適切な避難行動
を可能とする。
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【００３３】
　また、防災受信盤は、制御信号を所定周期毎に送信するだけで、複数の動的誘導表示装
置の誘導表示を順次移動して誘導方向を表示することができ、設備構成及び制御を簡単に
することを可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】トンネル誘導設備の概要を示した説明図
【図２】誘導表示盤に対応して動的誘導表示装置を設置した実施形態を示した説明図
【図３】動的誘導表示装置を取り出して示した説明図
【図４】動的誘導表示装置に設けたコントローラの実施形態を示したブロック図
【図５】避難連絡坑を設けたトンネルを対象としたトンネル誘導設備の概略を示した説明
図
【図６】図５のトンネルに設置した誘導表示盤と動的誘導表示装置を示した説明図
【図７】動的誘導表示装置の機能を一体化した複合誘導表示板の実施形態を示した説明図
【図８】動的誘導表示装置の機能を一体化した複合誘導表示板の他の実施形態を示した説
明図
【図９】トンネル内で火災が発生した場合の誘導表示制御における動的誘導表示装置のア
ドレス、グループ番号、及び誘導パターンを示した説明図
【図１０】図９における動的誘導表示装置の誘導表示制御の実施形態を示したフローチャ
ート
【図１１】トンネルに設置される従来の誘導表示装置を示した説明図
【発明を実施するための形態】
【００３５】
［トンネル防災システムの概要］
　図１はトンネル防災システムの概要を示した説明図であり、避難連絡坑のないトンネル
を例にとっている。図１に示すように、自動車専用道路のトンネルとして、上り線トンネ
ル１ａと下り線トンネル１ｂが構築されている。
【００３６】
　上り線トンネル１ａと下り線トンネル１ｂの内部には、トンネル誘導設備として、トン
ネル長手方向の両側壁面に沿って例えば１００メートル間隔の千鳥配置となるように誘導
表示板１２を設置している。このためトンネル側壁の片側における誘導表示板１２の間隔
は２００メートルとなる。
【００３７】
　トンネル内に設置した誘導表示板１２の各々に対応して動的誘導表示装置１４を配置し
ている。動的誘導表示装置１４は、防災受信盤１０からの制御信号に基づき、誘導方向に
配列した複数の誘導表示マークの順次点灯（スイープ点灯）による表示の移動により、火
災場所から遠ざかる誘導方向を動的に表示させる。
【００３８】
　また、上り線トンネル１ａと下り線トンネル１ｂの内部には、２５メートル又は５０メ
ートル間隔で火災検知器を設置した火災監視設備、５０メートル間隔で消火栓装置を設置
した消火栓設備、５０メートル間隔で自動弁装置を設置した水噴霧設備等の非常用施設を
設置しているが、図示を省略している。
【００３９】
　トンネル内に設置している誘導設備を含む非常用施設の検知器や制御機器などの端末機
器を接続してトンネル内の異常を監視するため、監視センター等に防災受信盤１０を設置
している。
【００４０】
　防災受信盤１０からは上り線トンネル１ａと下り線トンネル１ｂに信号回線１６を引き
出し、トンネル内に設置した動的誘導表示装置１４を含む端末機器を接続している。
【００４１】
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　またトンネルの非常用施設としては、誘導設備、火災監視設備、消火栓設備、水噴霧設
備以外に、消火ポンプ設備１８、換気設備２０、警報表示板設備２２、ラジオ再放送設備
２４、テレビ監視設備２６及び照明設備２８、ＩＧ子局設備３０等を設けており、信号回
線により防災受信盤１０に個別に接続している。ここで、ＩＧ子局設備３０は、防災受信
盤１０と外部に設けた上位設備である遠方監視制御設備３２とをネットワークを経由して
結ぶ通信設備である。
【００４２】
　換気設備２０は、トンネル内の天井側に設置しているジェットファンの運転による高い
吹き出し風速によってトンネル内の空気にエネルギーを与えて、トンネル長手方向に喚起
の流れを起こす設備である。
【００４３】
　また、警報表示板設備２２は、トンネル内の利用者に対して、トンネル内の異常を、電
光表示板に表示して知らせる設備である。ラジオ再放送設備２４は、トンネル内で運転者
等が道路管理者からの情報を受信できるようにするための設備である。テレビ監視設備２
６は、火災の規模や位置を確認したり、水噴霧設備の作動、避難誘導を行う場合のトンネ
ル内の状況を把握するための設備である。照明設備２８はトンネル内の照明機器を駆動し
て管理する設備である。
【００４４】
　［誘導表示板と動的誘導表示装置］
　図２は誘導表示板に対応して動的誘導表示装置を設置した実施形態を示した説明図、図
３は動的誘導表示装置を取り出して示した説明図であり、図３（Ａ）は平面、図３（Ｂ）
は正面、図３（Ｃ）は底面、図３（Ｄ）は側面、図３（Ｅ）は断面、図３（Ｆ）は装置本
体の平面を示している。
【００４５】
　（誘導表示板）
　図２に示すように、トンネル側壁２に設置した誘導表示板１２は、内照式の構造を例に
とっており、図１７（Ａ）に示したものと基本的に同じであり、本体１２ｂをトンネル壁
面２に固定し、本体１２ｂの下側の蝶番４２により開閉自在にカバー１２ａを設けており
、カバー１２ａの上側をバチン錠４４により閉鎖位置に止めている。
【００４６】
　カバー１２ａの正面開口には強化ガラス３４を配置し、強化ガラス３４の表面に、白地
に対し緑色により左右の誘導方向を示す矢印３６ａ，３６ｂとその下に出口までの距離数
３８ａ，３８ｂを表示し、更に、矢印３６ａ，３６ｂの間に避難誘導を図形で表したピク
トグラム４０と「出口ＥＸＩＴ」の文字部４１ａを表示しており、ピクトグラム４０は距
離数の短い左方向へ向けている。
【００４７】
　本体１２ｂの内部には横向きに例えば２本の蛍光灯を収納しており、蛍光灯の点灯によ
り強化ガラス３４を背光照明し、白地の中に、矢印３６ａ，３６ｂ、ピクトグラム４０、
及び文字部４１ａを浮き上がらせるように表示している。また、停電補償として、４０分
間点灯可能なインバータ蓄電池を内蔵している。
【００４８】
　（動的誘導表示装置）
　図２及び図３に示すように、トンネル側壁２に設置した誘導表示板１２の上側には動的
誘導表示装置１４を取付固定している。動的誘導表示装置１４は、装置カバー１４ａと装
置本体１４ｂで構成し、装置本体１４ｂをトンネル側壁２に固定し、装置本体１４ｂに対
し装置カバー１４ａを上側の蝶番５０により開閉自在に設けており、装置カバー１４ａの
下側をロックビス５２により閉鎖位置に止めている。
【００４９】
　装置カバー１４ａの開口内側には強化ガラス４６を配置し、強化ガラス４６の表面に、
白地に対し緑色により２組の移動表示部４８ａ，４８ｂを設けている。移動表示部４８ａ
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，４８ｂは、移動表示マークとして三角形マーク４８を使用しており、三角形マーク４８
の頂点を誘導方向に向け、例えば６個の三角形マーク４８を配列している。
【００５０】
　図３（Ｅ）（Ｆ）に示すように、装置本体１４ｂの内部には、強化ガラス４６の表面に
描いた移動表示部４８ａ，４８ｂに対応して回路基板５４ａ，５４ｂを配置し、回路基板
５４ａ，５４ｂ上には、移動表示部４８ａ，４８ｂに描いた６個の三角形マーク４８に相
対して光源として機能するＬＥＤ５６を実装し、その周囲を仕切５８により囲み、ＬＥＤ
５６の前方を開口し、ＬＥＤ５６の駆動による光を前方に照射可能としている。
【００５１】
　（コントローラ）
　図３（Ｅ）（Ｆ）に示した装置本体１４ｂの回路基板５４ａ，５４ｂには図４に示す機
能構成を備えたコントローラ６０を実装している。
【００５２】
　図４に示すように、コントローラ６０は、伝送部６２と制御部６４を備え、また、移動
表示部４８ａ，４８ｂに配置した複数のＬＥＤ５６に対応して複数の発光駆動部６６ａ，
６６ｂを設けている。
【００５３】
　制御部６４は例えばプログラムの実行により実現される機能であり、ハードウェアとし
てはＣＰＵ、メモリ、ＡＤ変換ポートを含む各種の入出力ポート等を備えたコンピュータ
回路等を使用する。伝送部６２は図１に示した防災受信盤１０からの信号回線を接続し、
火災時に防災受信盤１０から送信される制御信号を受信し、制御部６４に出力する。
【００５４】
　制御部６４は伝送部６２を介して受信した制御信号に基づき、移動表示部４８ａ，４８
ｂの何れか一方を選択し、選択した例えば移動表示部４８ａの発光駆動部６６ａに対し、
誘導方向への三角形マークの並び順にスイッチング信号を出力してオンする動作を繰り返
し、電源ラインからの電源電圧＋Ｖｃを移動表示部４８ａのＬＥＤ５６に並び順に供給し
て発光駆動する。
【００５５】
　これにより図２に示した動的誘導表示装置１４の選択した誘導表示部４８ａの６個の三
角形マーク４８を、右端から左端となる誘導方向に向けて順次点灯する動作（スイープ点
灯動作）を繰り返し行って動的に誘導方向を表示する。
【００５６】
　ここで、制御部６４による動的な誘導表示の制御としては、例えば次のものがある。
（１）　６個の三角形マーク４８を所定周期で順次点灯し、これを繰り繰り返す制御。
（２）　６個の三角形マーク４８を所定周期で順次点灯し、所定の休止時間をおいて、こ
れ繰り返す制御。
（３）　６個の三角形マーク４８の所定周期による順次点灯と、６個の三角形マーク４８
の所定周期の一斉点滅とを、所定の休止時間をおいて繰り繰り返す制御。
【００５７】
　このようなコントローラ６０による前記（１）～（３）に示した移動表示部４８ａ，４
８ｂの何れか一方の表示制御により、トンネル内で車両事故等により火災が発生した場合
、例えばトンネル両側の側壁に沿って１００メートル間隔で千鳥配置している誘導表示板
に対応して設置している動的誘導表示装置１４が防災受信盤１０からの制御信号により動
作して、火災場所から遠ざかる安全な方向を示す移動表示部４８ａ又は４８ｂに設けた複
数の三角形マーク４８の表示移動により誘導方向を動的に表示し、これにより遠方からも
容易に確認可能な誘導表示板１２と連携して動的な誘導方向の表示ができ、迅速且つ安全
な避難誘導を可能とする。
【００５８】
　また、火災による煤煙により視界が十分に効かない状況にあっても、動的誘導表示装置
１４は三角形マーク４８の点灯移動による動きのある誘導方向の表示を行うことから、比



(10) JP 2017-134631 A 2017.8.3

10

20

30

40

50

較的離れた場所からも誘導方向を知ることができ、この表示に従って誘導表示板１２の近
くを通過する場合に、出口までの距離数を確認でき、視界が十分に効かない状況にあって
も、迅速且つ安全な避難誘導を可能とする。
【００５９】
　［避難連絡坑のあるトンネルの誘導設備］
　図５は避難連絡坑を設けたトンネルを対象としたトンネル誘導設備の概略を示した説明
図、図６は図５のトンネルに設置した誘導表示板と動的誘導表示装置を示した説明図であ
る。
【００６０】
　図５に示すトンネル誘導設備は、上り線トンネル１ａと下り線トンネル１ｂとの間に避
難連絡坑３を設けており、その出入口となる避難口４には非常灯５を配置している。
【００６１】
　避難連絡坑３のあるトンネルの場合、避難口４を中心に両側１００ルート以内に誘導表
示板１２を設置し、更に、そこからトンネル出入口との間については、トンネル両側の側
壁に１００メートル間隔で誘導表示板１２を千鳥配置している。このためトンネル側壁の
片側における誘導表示板１２の間隔は２００メートルとなる。
【００６２】
　トンネル内に設置した誘導表示板１２の各々に対応して動的誘導表示装置１４を配置し
ている。動的誘導表示装置１４は、防災受信盤１０からの制御信号に基づき、誘導方向に
配列した複数の誘導表示マークの順次点灯による表示の移動により、火災場所から遠ざか
る誘導方向を動的に表示する。
【００６３】
　（誘導表示板）
　図６に示すように、避難連絡坑３のあるトンネル側壁２に設置した誘導表示板１２は、
内照式の構造を例にとっており、その構成は、図２及び図３に示したものと基本的に同じ
になることから、同一部分に同じ符号を付して説明は省略する。
【００６４】
　避難連絡坑３のあるトンネル用の誘導表示板１２の場合、距離数３８ａ，３８ｂの表示
は、避難連絡坑までの距離数とトンネル出口又は入口までの距離数を示している。また、
文字部４１ｂは「非常口ＥＸＩＴ」の表示となる。
【００６５】
　（動的誘導表示装置）
　図６に示すように、避難連絡坑３のあるトンネル側壁２に設置した誘導表示板１２の上
側には動的誘導表示装置１４を取付固定している。本実施形態の動的誘導表示装置１４は
、図２及び図３に示した動的誘導表示装置１４と基本的に同じであるが、装置カバー１４
ａに設けた強化ガラス４６の表面の移動表示部７０ａ，７０ｂの誘導表示マークが相違し
ている。
【００６６】
　本実施形態に移動表示部７０ａ，７０ｂには、誘導表示マークとして、誘導表示板１２
に表示しているピクトグラム４０の中の移動表示部位となる、避難する人を描いた図形部
分をピクトグラム移動マーク７０として利用し、誘導方向に向けてピクトグラム移動マー
ク７０を例えば４個並べて配列している。
【００６７】
　移動表示部７０ａ，７０ｂによる誘導表示は、図４に示したコントローラ６０の制御に
より行われ、トンネル内で車両事故等により火災が発生した場合、防災受信盤１０からの
制御信号を受信したコントローラ６０は、例えば移動表示部７０ａを選択し、そこに配列
している４個のピクトグラム移動マーク７０を、右端から左端となる誘導方向に向けて順
次点灯する動作を繰り返す動的な誘導表示を行って誘導方向を表示する。
【００６８】
　このような複数のピクトグラム移動マーク７０の順次点灯による誘導表示は、誘導方向
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に向けて人が走って行く動きを表示することができ、誘導表示を見た者に誘導方向を強く
印象付けることが可能となり、より迅速且つ安全な避難誘導を可能とする。
【００６９】
　［避難誘導板と動的誘導表示装置の配置］
　トンネル側壁に配置した誘導表示板１２に対する図２に示した三角形マーク４８を用い
た動的誘導表示装置１４及び又は図６に示したピクトグラム移動マーク７０を用いた動的
誘導表示装置１４の配置形態としては、様々な形態があり、図２及び図６に示した誘導非
表示板１２の上側に動的誘導表示装置１４を配置する以外に、下側、上側と下側の両側等
に設ける形態がある。更に、必要な場合は、誘導非表示板１２に対し動的誘導表示装置１
４を上下両側、右側、左側又は左右両側等に設けるようにしても良い。
【００７０】
　［誘導表示板と動的誘導表示装置の一体化］
　図７は動的誘導表示装置の機能を一体化した複合誘導表示板の実施形態を示した説明図
であり、図７（Ａ）に正面を、図７（Ｂ）に内部構造を、図７（Ｃ）に側面示す。
【００７１】
　図７に示すように、本実施形態の複合誘導表示板７２は、動的誘導表示装置の機能を一
体化している。複合誘導表示板７２は、カバー７２ａと本体７２ａで構成し、蝶番４２に
よりカバー７２ａを本体７２ｂに開閉自在に設けており、バチン錠５２により閉鎖位置に
ロックしている。
【００７２】
　カバー７２ａは上下に分けた強化ガラスの配置により静的誘導表示部７４と動的誘導表
部７６を形成している。静的誘導表示部７４には、その強化ガラスの表面に、白地に対し
緑色により左右の誘導方向を示す矢印３６ａ，３６ｂとその下に出口までの距離数３８ａ
，３８ｂを表示し、更に、矢印３６ａ，３６ｂの間に避難誘導を図形で表したピクトグラ
ム４０と「出口ＥＸＩＴ」の文字部４１ａを表示しており、ピクトグラム４０は距離数の
短い左方向へ向けている。
【００７３】
　本体７２ｂの内部には横向きに例えば２本の蛍光灯８０を収納しており、蛍光灯８０の
点灯により強化ガラスを背光照明し、白地の中に、矢印３６ａ，３６ｂ、ピクトグラム４
０、及び文字部４１ａを浮き上がらせるように表示している。
【００７４】
　カバー７２ａの上部に配置した動的誘導表示部７６となる強化ガラスの表面に、白地に
対し緑色により２組の移動表示部４８ａ，４８ｂを設けている。移動表示部４８ａ，４８
ｂは、移動表示マークに三角形マーク４８を使用しており、三角形マーク４８の頂点を誘
導方向に向け、例えば６個の三角形マーク４８を配列している。
【００７５】
　移動表示部４８ａ，４８ｂに相対した本体７２ｂ側には、回路基板５４ａ，５４ｂを配
置し、回路基板５４ａ，５４ｂ上には、移動表示部４８ａ，４８ｂに描いた６個の三角形
マーク４８に相対して光源として機能するＬＥＤ５６を実装し、その周囲を仕切５８によ
り囲み、ＬＥＤ５６の前方を開口し、ＬＥＤ５６の駆動による光を前方に照射可能として
いる。
【００７６】
　回路基板５４ａ，５４ｂには図５に示したコントローラ６０が実装されており、防災受
信盤１０から制御信号を受信した場合、前記（１）～（３）に示した何れかの誘導表示の
制御を同様に行う。
【００７７】
　このように複合誘導表示板７２は、動的誘導表示装置の機能を内照式構造の誘導表示板
と一体に設けることで、誘導表示板と動的誘導表示装置による効果に加え、別々に設置す
る場合に比べて設備工事が簡単となり、点検等の作業も容易にできる。
【００７８】
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　図８は動的誘導表示装置の機能を一体化した複合誘導表示板の他の実施形態を示した説
明図である。図８に示すように、本実施形態の複合誘導表示板７２は、カバー７２ａの上
部に配置した動的誘導表示部７６となる強化ガラスの表面に、白地に対し緑色により、移
動表示マークにピクトグラム移動マーク７０を使用しており、ピクトグラム移動マーク７
０を誘導方向に向けて例えば４個配列している。この場合にも、誘導表示板と動的誘導表
示装置による効果に加え、別々に設置する場合に比べて設備工事が簡単となり、点検等の
作業も容易にできる。
【００７９】
　なお、動的誘導表示装置の機能を一体化した複合誘導表示板の実施形態は、これ以外に
、誘導非表示板１２に対し動的誘導表示装置１４を上下両側、右側、左側又は左右両側等
に分離配置した場合についても、同様に一体化しても良い。
【００８０】
　［トンネル全体としての誘導表示］
　図９はトンネル内で火災が発生した場合の誘導表示制御における動的誘導表示装置のア
ドレス、グループ番号、及び誘導パターンを示した説明図であり、上り線トンネル１ａで
火災が発生した場合を例にとっている。
【００８１】
　本実施形態にあっては、防災制御盤１０が火災を検知した場合に、トンネル側壁に沿っ
て配置した複数の動的誘導表示装置１４の誘導表示を、火災場所から遠ざかる方向に向か
って順次移動させるように制御して誘導方向を表示させる。
【００８２】
　防災受信盤１０は、トンネルに配置した動的誘導表示装置１４のアドレスＡから誘導グ
ループのグループ番号Ｎを算出して動的誘導表示装置１４の誘導表示制御を行う。このた
めトンネル側壁の両側に千鳥配置した例えば１５台の動的誘導表示装置１４には、左側の
トンネル入口９２から右側のトンネル出口９４に向かって増加するようにアドレスＡ＝１
～１５を予め設定している。
【００８３】
　防災受信盤１０は、設備の立上げに伴う初期設定として、１５台の動的誘導表示装置１
４のアドレスＡ＝１～１５から、所定のグループ数Ｇ、例えばＧ＝５とすると、５台離し
た装置同士をメンバーとする自己の属する誘導グループのグループ番号Ｎを算出してグル
ープ番号設定電文の送信により動的誘導表示装置１４の各々に設定する制御を行う。
【００８４】
　このような初期設定が済んだ後の運用中に、トンネル内で火災が発生したとすると、防
災受信盤１０はトンネル内に設置した火災検知器からの火災信号に基づき火災場所９０を
検出し、火災場所９０に最も近い動的誘導表示装置１４のアドレスＡはＡ＝７であること
から、火災場所アドレスＡｆをＡｆ＝７として検出する。
【００８５】
　続いて防災受信盤１０は、動的誘導表示装置１４のアドレスＡが火災場所アドレスＡｆ
以上の場合は、誘導グループのグループ数をＧとすると、動的誘導表示装置１４のアドレ
スＡをｍｏｄ（Ｇ）した値をグループ番号Ｎとして求める計算を行う。
【００８６】
　即ち、
Ｎ＝（Ａ）ｍｏｄ（Ｇ）　　　　　　（式１）
によりグループ番号Ｎを求める。（式１）の右辺は、アドレスＡをグループ数Ｇで割った
余りの算出を意味する剰余計算として知られている。
【００８７】
　ここで、火災場所アドレスＡｆ＝７であることから、それ以上のアドレスＡ＝７～１５
の動的誘導表示装置１４につき、前記（式１）からグループ番号Ｎ＝２，３，４，０，１
，２，３，４，０を算出する。この場合のグループ番号Ｎは、右側のトンネル出口８４の
方向に向かって増加するように繰り返し変化する。
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【００８８】
　また、防災受信盤１０は、動的誘導表示装置１４のアドレスＡが火災場所アドレスＡｆ
未満の場合は、そのアドレスＡをｍｏｄ（Ｇ）した値に（－１）を乗算し、更に（Ｇ－１
）を加算した値としてグループ番号Ｎを求める。即ち、
Ｎ＝（Ａ）ｍｏｄ（Ｇ）・（－１）＋（Ｇ－１）　　　（式２）
によりグループ番号Ｎを算出する。
【００８９】
　ここで、火災場所アドレスＡｆ＝７であることから、それ未満のアドレスＡ＝１～６の
動的誘導表示装置１４につき、前記（式２）からグループ番号Ｎ＝３，２，１，０，４，
３を算出する。この場合のグループ番号Ｎは、トンネル入口８２に向かって増加するよう
に繰り返し変化するリバース設定となる。
【００９０】
　このようにアドレスＡ＝１～１５と火災場所アドレスＡｆ＝７に基づいて算出したグル
ープ番号Ｎを、防災受信盤１０から各装置アドレスを指定したグループ番号設定電文の送
信により、１５台の動的誘導表示装置１４のそれぞれに設定する。続いて、防災受信盤１
０は、所定の周期Ｔ毎に制御信号の送信を開始する。
【００９１】
　動的誘導表示装置１４は、制御信号の受信を判別すると受信回数Ｃをカウントし、受信
回数Ｃから１を減算した値として誘導パターン番号Ｐ（＝Ｃ－１）を生成し、誘導パター
ン番号Ｐとグループ番号Ｎの一致を判別すると誘導表示を行い、不一致を判別した場合は
誘導表示を行わない。
【００９２】
　このため縦軸の時間ｔで変化する誘導パターン番号Ｐ＝０～４による黒丸の誘導表示は
、火災場所９０の右側については、時間ｔの経過に伴いトンネル出口９４に向かって順次
移動する誘導方向９６ｂの表示を行い、一方、火災場所９０の左側については、反対のト
ンネル入口８２に向かって順次移動するリバース方向となる誘導方向９６ａの表示を行う
。
【００９３】
　図１０は防災受信盤からの制御信号の送信により火災場所から遠ざかる方向に誘導表示
を移動させる動的誘導表示装置の制御動作を示したフローチャートである。
【００９４】
　図１０に示すように、まずステップＳ１で、動的誘導表示装置１４に、グループ数Ｇ、
例えばＧ＝５と、誘導表示を行うグループ番号Ｎを記憶する。ここで、グループ数Ｇは動
的誘導表示装置１４に予め記憶しておく。一方、グループ番号Ｎは、トンネル内の火災場
所により異なることから、火災を検出した場合に、防災受信盤１０からグループ番号Ｎを
含む設定電文を送信して記憶する。
【００９５】
　例えば図１５に示す火災場所９０で火災が発生した場合は、防災受信盤１０で火災場所
アドレスＡｆ＝７に基づき、前記（式１）及び（式２）によりグループ番号Ｎを算出し、
設定電文を送信して動的誘導表示装置１４に記憶する。このようなグループ番号を記憶さ
せる設定電文を送信した防災受信盤１０は、続いて、発光周期Ｔ毎に制御信号の送信を開
始する。
【００９６】
　動的誘導表示装置１４は、ステップＳ２で制御信号の受信を判別するとステップＳ３に
進み、受信回数Ｃをカウントする。なお、受信回数Ｃは初期状態でＣ＝０に設定している
。続いてステップＳ４に進み、受信回数Ｃから１を減算した値として誘導パターン番号Ｐ
（＝Ｃ－１）を生成する。
【００９７】
　次に、ステップＳ５に進み、誘導パターン番号ＰがステップＳ１で記憶したグループ番
号Ｎと一致するか否か判別する。ステップＳ５で発光パターン番号Ｐとグループ番号Ｎの
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一致を判別するとステップＳ６に進んで誘導表示を行う。一方、ステップＳ５で発光パタ
ーン番号Ｐとグループ番号Ｎの不一致を判別するとステップＳ６をスキップし、誘導表示
は行わない。
【００９８】
　続いてステップＳ７で受信回数Ｃがグループ数Ｇに一致しているか否か判別し、不一致
の場合はステップＳ２に戻り、次の制御信号の受信に備える。一方、ステップＳ７で受信
回数Ｃがグループ数Ｇに一致した場合はステップＳ８で受信回数ＣをＣ＝０に初期化して
ステップＳ２に戻り、次の制御信号の受信に備える。以下同様にしてステップＳ２～Ｓ８
の処理を繰り返す。
【００９９】
　なお、防災受信盤１０により動的誘導表示装置１４で記憶するグループ番号については
、火災が発生した場合に前記（式１）及び（式２）から計算して記憶する以外に、火災場
所アドレスＡｆ＝１～１５毎に前記（式１）及び（式２）から算出してテーブル情報とし
て記憶しておき、火災が発生した場合に検出した火災場所アドレスＡｆに対応するグルー
プ番号をテーブル情報から読み出して動的誘導表示装置１４に記憶するようにしても良い
。
【０１００】
　また、火災場所からトンネル出入口に向けて複数の動的誘導表示装置１４の表示を連続
的に移動させ、之を繰り返す場合には、グループ数Ｇを最大アドレスＡ＝１５以上に設定
すれば良い。
【０１０１】
　更に、火災場所からトンネル出入口に向けて複数の動的誘導表示装置１４の表示を連続
的に移動させる場合には、各動的誘導表示装置１４は複数の移動表示マークの順次点灯に
よる移動表示以外に、複数の移動表示マークの一斉点灯により、閃光的に発光して表示輝
度を高めるようにしても良い。
［本発明の変形例］
（誘導表示板）
　上記の実施形態は、内照式の誘導表示板と動的誘導表示装置との連携配置を例にとって
いるが、反射式の誘導表示板に同様に動的誘導表示装置を連携配置するようにしても良い
。
【０１０２】
　（移動表示マーク）
　また、上記の実施形態は、動的誘導表示装置の移動表示部に設ける移動表示マークとし
て、三角形マークとピクトグラム移動マークを用いた場合を例にとっているが、これに限
定されず、適宜の図形や絵文字のマークを用いても良い。
【０１０３】
　（端末機器）
　（その他）
　また、本発明は、その目的と利点を損なわない適宜の変形を含み、更に上記の実施形態
に示した数値による限定は受けない。
【符号の説明】
【０１０４】
１ａ：上り線トンネル
１ｂ：下り線トンネル
２：トンネル側壁
３：避難連絡坑
４：避難口
５：誘導表示灯
１０：防災受信盤
１２：誘導表示板
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１４：動的誘導表示装置
１８：消火ポンプ設備
３４，４６：強化ガラス
３６ａ，３６ｂ：矢印
３８ａ，３８ｂ：距離数
４０：ピクトグラム
４８：三角形マーク
４８ａ，４８ｂ，７０ａ，７０ｂ：移動表示部
５４ａ，５４ｂ：回路基板
５６：ＬＥＤ
５８：仕切
６０：コントローラ
６２：伝送部
６４：制御部
６６：発光駆動部
７０：ピクトグラム移動マーク
７２：複合誘導表示板
７４：静的誘導表示部
７６：動的誘導表示部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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